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10 職業奉仕月間 及び 米山月間

国際ロータリー第2660地区
ガバナー

大谷　透

　私がＲＣに入会してから職業奉仕という言葉を
正しく理解するのに随分時間がかかった気がして
います。それだけ疎んじられやすい部門ではあ
ります。英語では職業奉仕のことを vocational 
service と言いますが、英語圏でもこれがよく 
vacational （休暇） service とか occasional （時
折の） service と冗談交じりに軽んじて表現され、
この部門を担当するロータリアンの気力がそがれ
てしまいます。  
　しかし、ロータリーの創設期、大恐慌の嵐が吹
き荒れ、低レベルの商業道徳が常識的となってい
た時代に、ロータリーの創始者達は、勇気と信念
を持って敢然と職業倫理と取り組んだのです。そ
して「高潔さ」（Integrity）を「Rotaryの中核を
なす価値観」（core value）とし、職業の道徳的
水準を高める事が現在のロータリーの綱領にもは
っきりと謳われています。
　自分の職業に「至誠のサービス」を適用するの
だというロータリーの基本理念は日本人には受け
入れる素地があったと思われます。1726年江戸
幕府によって公認された「懐徳堂」という学問所
は、鴻池ほか五同士と呼ばれた有力な大阪町人が
発起人となり、儒学者と手を組み、商業道徳を学
び、自らを向上させ、個人のアイデンティティー
を確立するために建てた学問所でした。そこで立
派な商人道を身につけた大阪商人は最もよく繁盛
した（they profit most）と考えられます。私た
ちは 大阪に懐徳堂があったことに大阪人として
誇りを持つと同時に、その心を身につけうる環境
に恵まれていることに感謝しようではありません
か。自分の職業を通して行う社会奉仕が、自分が
最も効果的に行える社会奉仕なのです。

　10月は「米山月間」でもあります。米山奨学
事業は日本のロータリーが世界に誇れる国際奉仕
プログラムです。今年度も昨年度と同様、お一人
2万円以上の特別寄付を地区目標として掲げ、ご
協力をお願いする次第です。奨学生の人数はその
地区が集めた募金額に応じて各地区へ割り振られ
ます。第2660地区は大都市で大学も多く、そこ
に学ぶ優秀な外国の学生も多いのです。募金のお
願いに際して、素朴な質問としてよく発せられ言
葉は ①どうして外国人学生か、日本にも学費の
出せない優秀な学生が多いのに。②実際に日本で
学んでいる学生は裕福な者が多い。貧しくて日本
への渡航費も出せないが、向学心のある学生を支
援すべきでないか、などです。
　しかし、米山奨学金は何のために設立されたの
か、その目的を振返ってみて下さい。米山記念奨
学会は「日本の大学及び大学院に在籍している外
国人留学生に奨学金を支給し、国際理解と親善に
寄与することを目的とする。」とあります。貧し
いが向学心のある学生や優秀な学生を支援する普
通の奨学金的基準も考慮すべき事は言わずもがな
ですが、第一の目的は国際理解と国際親善に寄与
することです。そのために奨学生にはスポンサー
クラブをあてがい、カウンセラーを付ける制度を
採っているのです。
　米山奨学会がその目的をより良く達成するため
には、奨学金支給期間が終わった後も、年賀状の
交換などを通して交流を深め、 学生の成長を見守
り励まし喜ぶことが大切だといわれるゆえんです。


